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１. 初の世界言語スペイン語
世界初の地球規模の帝国はスペイン帝国であった。それまでに数々の帝国が出現したものの、い





















このスペインの黄金時代に王位に就いたのがカルロス 1 世（1516－56）とその嫡子フェリーペ 2
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図1 カルロス１ 世（カール５ 世）領土

















ド rio colorado（赤い川）、フロリダはパスクア・フロリダ pascua florida（花の祭＝復活祭）、
モンタナはモンタニャ montana（山）、ネバダはシエラ・ネバダ sierra nevada（雪を頂く山脈）
から取られた。中南米諸国と同じく、スペインの植民地であったカリフォルニア州の主要都市名は
当然のことながらスペイン語である。ロサンゼルス Los Angelesは天使、サンディエゴ San Diego





























































































スペインは、 近でこそ第 2 位に甘んじているものの、数年前までは国別世界遺産登録数で第 1
位にあった。この原因は混成文化によるユニークな遺産が多数存在することに由来する。2012 年
現在、イタリア（47）、スペイン（43）、中国（42）、フランス（37）、ドイツ（36）の順位にあり、


















ボンを経由し、1584 年マドリードでフェリーペ 2 世、翌年にはローマで教皇グレゴリウス 13 世に
謁見、2 ヶ月後には次の教皇シクトゥス 5世の戴冠式にも列席する。キリスト教の禁止される 1613
年、伊達正宗がスペインとの通商を求め 180 人余よりなる慶長遣欧使節団を派遣する。この支倉常
長の一行はメキシコ経由、すなわち太平洋と大西洋の両大洋を横断しスペイン南部の大都市セビー
リャに達し、北上して 1615 年にマドリードでフェリーペ 3 世、ローマで教皇パウルス 5 世との謁
見にかなうものの、通商条約の締結には至らなかった。現在でもセビーリャ市の古文書館には正宗
直筆の同市に宛てた書状が遺されている。また、帰路に支倉たちが 1年ほど滞在したセビーリャ近





























単語の多くが強い母音の Ａ または Ｏ で終わるため、語尾がしっかり終わり、しかも早くしゃべる
必要があるから、「ダッ、ダッ、ダッ」と機関銃ようにも聞こえるからだ。
大演説をするとき、壮大な歴史物語のナレーションをするとき、そんなときのスペイン語は荘厳
であり、重々しく響きわたり、聴く者を魅了してやまない。あるいはサッカーでゴールを決めた時
のアナウンサーの絶叫的な叫びというかコメントは、見事に響き、歌い上げるようでもある。また
喧嘩するときや女性が怒り叫ぶとき、このときのスペイン語はすさまじく、途中で耳を塞ぎたくな
るほどだ。さらに、音が明快であるため、憂鬱な時よりも、嬉しく楽しい時の方がふさわしい言語、
喜怒哀楽を明確に表現する言語、それがスペイン語である。喜怒哀楽が激しいのはこの言葉による
のか、それともラテン系の国民性によるのかは、卵と鶏の関係にあり、どちらが先かは決め難い。
これにスペイン語圏の明るい太陽が絡み合い、良く言えば、陽気な性格、「ケーセラーセラー（な
んとかなるさ）」の楽天的な性格、悪く言えば、アスタ・マニャーナ（明日までね！）と永遠に来
ない明日の約束をして、決して約束を守らなくてもよいような性格が生まれる（？）。とにかく、
スペイン人たちは陽気でいい加減である。しかし、なかにはくそまじめで、天才的な偉人が出現す
るから、舐めるわけにはいかない。
上記したように、こうしたスペイン語の発音は日本語に類似し、日本人には易しく、非常に入り
易い外国語である。しかし、ラテン系言語がそうであるように、文法がしっかりしており、英語の
ような曖昧さが少ない。学ぶべき文法は英語よりも多いに違いないが、一旦それらを修得すれば、
発音にしても、アクセントの位置にしても、あるいは文章の解釈にしても、法則が明確であるだけ
に容易に理解できる。いかなることにも楽あれば苦あり、苦あれば楽ありがあるように、文法で苦
労する分、文章解釈では随分と楽をすることになろう。いずれにしても、スペイン語は文法という
山さえ越えれば、後は平坦な道が続くだけと考えて差し支えない。
陽気でいい加減なラテン気質はスペイン語学習に適しているだろうし、多分、この言語に感化さ
れ、スペイン語を学ぶ者の性格を明るくさせるに違いない。そうした性格でないとスペイン語圏で
は生活できないのかも知れない。また、スペイン人は混成文化を基礎とする国民性から、人種的偏
見が少なく、開放的な性格で親しみやすく、外国人が一人で歩いていようものなら、話しかけなけ
ればおさまらないような性格を持つ。困っている人、事故にあった人、悲しんでいる人、そんな人
を見ると、スペイン人たちはじっとしておれない。考える前に行動し、助けようとするのだ。
こうした陽気で開放的で行動的な性格だから、彼らの中で生活すること、すなわち留学すること
がスペイン語修得の 善の方法になろう。1 年も生活すれば、夢がスペイン語になるはずだ。登場
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人物が小学校の同級生であっても、日本語でなくスペイン語を話す。こうなればしめたものである。
しかし、留学前に文法を理解しておけば、学習スピードの点でも、理解力の点でもかなり違ったも
のとなる。この留学以外に大事なことは、目的意識を持つことだ。言語それ自身は道具であり、手
段であって目的ではない。道具や手段の学習は飽きが来るし、持続しない。スペイン語を使って何
をしたいのか。スペイン・サッカーに興味がある、ラテン音楽、あるいはフラメンコ・ギターなど
何でもいいからスペイン語圏に関係する何かに興味を持ち、それを学びたいという目的意識を持つ
こと、これが語学を修得する 善の方法であろうし、学習の継続性も保証される。語学は継続しな
ければ意味をなさないからである。
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